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研究成果の概要（和文）：　文学理論と音楽理論を融合することで、文学作品および音楽作品に対する新たな分析方法
の創出を試みた。特に両芸術の虚構性に焦点を当てて、双方の理論を接合した。最初に、文学研究における虚構理論の
課題を検証した。続いて、音楽作品および音楽評論の虚構性や、音楽聴取におけるパラテクストの機能について、考察
を展開した。最後に、文学作品に表象された音楽を対象に、音楽・言語・身体性の関係、音楽作品の固有名とリアリテ
ィの関係、などの観点から分析した。

研究成果の概要（英文）： We tried to make a new method of analyzing literature and music by uniting both t
heories, especially focusing on their fictional elements. We examined a theory of fiction in literary stud
ies, and the fictional element of works and reviews of music, the function of the paratext in listening to
 music. In conclusion we analyzed representations of music in some literary works from the perspective of 
the relation of music, language and physical nature, of the relation of a proper noun with music and the r
eality.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
文学（言語表現）と音楽（音響表現）の関

連性については、両芸術作品の創作場面にお
ける影響関係を中心に、それぞれの研究領域
で分析・考察がおこなわれてきた。当該領域
において、主に実証面での研究はある程度積
み重ねられていると言える。他方、現代の文
学表現や研究水準から見て、いくつかの問題
点が指摘できる。たとえば、これまで文学の
作品創造における音楽の影響を考察する際、
作家自身の発言に依拠した立論が主となっ
てきた。これに付随して、詩歌・小説の分析
が、音楽作品との形式的近似や主観的印象の
一致といったレベルにとどまっている。また、
文学作品上の音楽表象を受容する読者の問
題が、従来の研究では欠落している。作家に
よる音楽体験の言語化と、そうした音楽表象
を受容するメカニズムの総合的な考察がな
ければ、文学と音楽における芸術上の本質的
関連は明らかにならないと考えられる。 
近現代日本文学を専門とする研究代表者

は、主に近現代小説や批評言説について、哲
学および文学理論を切り口に考察してきた。
一連の研究は、作品・言説分析にもとづく文
学理論の再検討を伴うものとなり、現在のと
ころ虚構表現の言語行為論を中心課題とし
ている。そこで着目したのが、作品世界にお
いて音楽（体験）を表象する言語行為のあり
方である。ここには、言葉と対象の関係、物
語内時間と語る行為の関係、虚構言語による
芸術性の生成など、現代の虚構理論の論点が
集約されている。現代音楽の作曲家であり、
音楽理論を専門とする研究分担者との共同
研究、および複数の試論をとおして、本研究
の具体的方向を定めるに至った。 
 
２．研究の目的 
文学理論と音楽理論の相互検証をとおし

て、両芸術領域の理論統合および美学思想の
横断的展開をおこなう。また、文学・音楽双
方の作品分析を提示することで、今後の芸術
研究に向けた新たな方法的基盤を打ち出す。
具体的には、文学研究と音楽研究の協同理論
を開発し、その観点から日本近現代文学にお
ける音楽表象の分析・検証をおこなう。特に、
文学作品内で音楽体験が言語化される諸相
を取り上げ、芸術性の生成・受容場面で、言
葉と音の相補性が果たす役割を明らかにす
る。 
文学と音楽における協同理論とその有効

性に関しては、文学表象に関する諸理論と音
楽学領域における言語論的課題を接合し、新
たな研究方法としての協同理論を提示して
いくこととする。この協同理論を具体的な作
品分析に適用し、両領域に共通する芸術上の
問題が有効に論じられることを立証する。 
音楽の言語表象に関する創作・受容のメカ

ニズムに関しては、音楽（経験）を言語化す
るプロセス、および言語を媒介とする音楽受
容の機構について、作者・読者・批評者・作

曲者・演奏者など多元的な角度から解明する。
また特に、フィクションにおける音楽表象の
創造と受容が、現実の音楽行為とどのように
関わっているかを検討する。 
 
３．研究の方法 
代表者（日本近現代文学）・分担者（音楽

学、作曲理論）による各専門領域の資料調
査・整理をもとに、研究会を開催する。両芸
術領域の理論・歴史・課題に関する相互理解
を深めつつ、理論形成と作品分析を協同して
おこない論文作成に結びつける。 
本研究は、文学研究と音楽研究の二領域を

相互参照する学際研究であること（学術的観
点）、両研究領域に通用する新しい協同理論
の開発をおこなうこと（研究目的との関連
性）から、文学研究者と音楽研究者の連携協
同が必須となる。 
 
４．研究成果 
(1) 音楽作品と文学表現の関係を考察する
ための諸理論について、主に検討をおこなっ
た。 
 音楽体験の記述行為のあり方をとらえる
うえで重要な観点として、特に文学における
虚構理論へ着目し、その理論展開の現状と課
題を明らかにした。まず、近代小説における
虚構性の位置づけを確認し、従来の虚構指標
論の諸観点を整理、その問題点を確認した。
そこから、言語哲学における言語行為論を導
入した虚構理論の展開に着目し、言語論的転
回以降のラディカルな虚構観との接合を検
証した。加えて、虚構言説の受容についても
議論を整理し、テクストの虚構性と読書行為
の関係に含まれる曖昧さの把握を現在の課
題として位置づけた。 
さらに、具体的な分析例として、一人称小

説と随筆作品を取り上げ、上記に挙げた理論
的観点から両ジャンルの相異について考察
した。その際、特に音楽体験の記述行為とも
深く関わる一人称回想体言説の物語性を論
点に掲げた。そして、一人称テクストの物語
性に接するとき、作者・語り手・作中人物の
関係を軸とする現実／虚構の想定は、極めて
ファジーに機能しており、そうした虚実の曖
昧さと物語行為・受容の結びつきは，近代の
文学言説一般に通じることでもある、との結
論に至った。 
こうした理論考察にもとづき、「モオツァ

ルト」ほか小林秀雄による一連の音楽批評な
どを対象に、音楽体験に関する表現行為の分
析を開始し、特に音楽体験の回想記述におけ
る虚構性を軸に、従来の研究の整理と検討を
行った。また、文学理論におけるパラテクス
ト概念を音楽創作および音楽受容の考察に
応用し、歴史的な検証をおこなったうえでそ
の問題性を指摘した。 
 
(2) 音楽作品・音楽経験の言語表現に関す
る諸課題を整理、追究しながら、具体的な小



説作品の分析へと展開した。また、音楽芸術
における虚構性について、特に〈時間〉の観
点から理論的な考察をおこなった。 
 予備的考察として、文学上の一般的課題に
おける音楽芸術の位置づけをおこない、語り
えぬもの（言語表現の不可能性）への志向を
要諦として、両者の関係を追究することの意
義を打ち出した。加えて、小説や漫画などの
虚構作品に描かれた音楽（演奏）表現が、な
ぜ読者に受容可能であるのかについても、問
題を敷衍した。 
 ここから、言語理論上の音楽事象に対する
位置づけを視野に入れつつ、特に演奏者の音
楽（演奏）経験および聴取者の音楽（聴取）
経験と、それぞれの経験をめぐる〈語り〉（言
語による表象＝再現）の問題に焦点を当てて
考察を深めた。そのうえで、具体的な作品と
して奥泉光『シューマンの指』を取り上げ、
音楽経験の言語表現を課題とする小説作品
が、メタミステリの形式をとることの意味を
検討した。ロラン・バルトによる音楽論等を
参照しながら、音楽における身体性の観点か
ら作品解釈を展開し、メタミステリという小
説形態そのものが、言葉で語ることのできな
い音楽の身体性の〈隠喩〉となっていること
を示した。 
『シューマンの指』作品論の結論は以下の

とおりである。意味を義務付けられた「著作
家」が、「小説」でなく「小説的なもの」に
おいて、音楽＝身体を語ること。ここで求め
られるのはいわゆる詩的表現ではなく、あく
まで小説形態をとった実験の試みであるは
ずだ。その意味で、一人称回想体のメタミス
テリ小説『シューマンの指』は、音楽＝身体
を語る「隠喩」形式の模索であったと考えら
れる。それは、演奏者の語りえぬ音楽＝身体
経験を、「テクストに含蓄されたもの」の状
態のまま表現することを目指す。「お話」と
なった小説が抑圧している「小説的なもの」
を、再び小説表現として示そうとする、逆説
的な努力の結果と言えるかもしれない。 
 合わせて、物理的時間と音楽的時間の関係、
差異について諸説を踏まえて考察し、（現実
世界における）聴取者の音楽経験が、一般的
な物語受容などと同じように、フィクション
の構成原理に即したものであることを示し
た。 
 
(3) 理論的分析の対象として近年の村上春
樹作品を取り上げた。そこではクラシック作
品の特定の音盤が示されることで、虚構世界
への直接的な接触の仮想が具体化されてい
る。こうした点について、文学と音楽を「観
念的内在性」・「物理的顕現」の二様態をとる
「他筆的」な芸術とみなす、ジェラール・ジ
ュネットの議論などと合わせて検討した。 
まず前提となるのが、虚構世界で主観的か

つ客観的事象として存在する音楽と、実際の
世界に「他筆的」芸術として在る音楽との「同
一性」である。加えて、物理的時空間に過ぎ

去っていく音響として顕現するほかない音
楽作品が、小説世界ではあたかも全体性、統
一性を具現しているかに見える。こうした意
味で、「他筆的」芸術である文学作品と音楽
作品は、それぞれに内在する観念性を相互補
完的に機能させていると言える。 
ここからさらに、音楽作品の「個体」性が

問題となるが、レコード普及以後のクラシッ
ク音楽における「個体」の捉え方は、観念的
存在である「作品」と、個別の演奏の聴取経
験に存する「サウンド」（細川周平『レコー
ドの美学』）とのいずれに重点を置くかで異
なる。村上春樹作品における、特定の音楽作
品と実在する音盤という二層の固有名は、音
楽の「個体」性をめぐる二様の観点に対応し
ているとも考えられる。また、作品で語られ
る二種の音盤の存在も、小説世界の一部とな
って顕現する音楽作品の質的な同一性と、
「今・ここ」に生じる「サウンド」の聴取経
験とを折衷する働きを持つ。以上の考察を通
して、音楽描写を含む小説世界が成立する際
に、文学作品と音楽作品に共通する観念性、
虚構性が果たしている機能の一端を明らか
にすることができた。 
 『１Ｑ８４』・『色彩をもたない多崎つくる
と、彼の巡礼の年』における音楽表象の分析
の結論は以下のとおりである。言語テクスト
として在る小説世界のうちに、「観念的オブ
ジェ」たる音楽作品が存在‐「顕現」するこ
と。また、それが架空の（言語表象としての
み在る）音楽ではなく、実際の世界で固有名
によって指示されている対象であること。こ
のとき、読み手である私たちは、端的に〈ヤ
ナーチェックの『シンフォニエッタ』、リス
トの『巡礼の年』が、小説世界（ときには登
場人物の頭の中）に流れている〉ものとする。
さらに、実在する〈演奏‐音盤〉＝固有名に
よる指示が小説世界の音楽作品に付加され
ることで、音楽の同一性を通じてなされる小
説世界と読書経験の同一視が、より強度を増
すはずだ。ここでは、二種の〈演奏‐音盤〉
＝固有名の存在も、小説世界の「観念的オブ
ジェ」の一部となって「顕現」する音楽作品
の質的な同一性と、「今・ここ」に生じる「サ
ウンド」の経験とを、妥協させるものとなろ
う。取り上げた小説の登場人物たちは、それ
ぞれの形で、「作品」概念とレコード聴取を
上手に組み合わせながら、その音楽が持つ意
味を表現していく。同じ音楽を聴いて小説世
界に直接触れようとする読み手は、「作品」
全体として「顕現」する小説内音楽の観念性
に寄りかかりつつ、実際のところ、断片的な
言語表象をガイドに、スピーカーから流れる
音を「サウンド」として確認しているのだ。 
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